
 
 

第２期佐伯市成年後見制度利用促進基本計画の策定

について 
 
 

 １ 成年後見制度利用促進基本計画とは  

 成年後見制度利用促進法第 14 条第 1項では、「市町村の講ずる措置」として、

成年後見制度の利用の促進に関する施策についての基本的な計画(以下、「市町

村計画」という。)を定めるよう努めることとされています。 

 さらに、その市町村計画では、国の策定する第２期成年後見制度利用促進基本

計画(以下、「国基本計画」という。)を踏まえ、以下の内容を含めた目的と目標

を掲げることが望ましいとされています。 

  ・ 目的として、地域共生社会の実現に向け、尊厳のある本人らしい生活を

継続し、地域社会に参加できるようにすること 

  ・ 目標として、権利擁護支援の地域連携ネットワークを構築すること 

 
 

 ２ 策定理由  

 国基本計画において、市町村計画の策定が市町村の努力義務とされ、それに伴

い、第１期(令和３年度～令和５年度)市町村計画を介護保険事業計画と一体的に

策定をしていました。 
 しかし、成年後見制度は高齢者に限ったものではないことから、地域福祉計画

と一体的に策定することが望ましく、今回、両計画の策定年度が重なったことか

ら、地域福祉計画と市町村計画を一体的に策定することとしたい。 
 
 

 ３ 計画期間  
 令和６年度から令和 10 年度までの５年間 
 
 

 ４ 策定方法  
 成年後見支援センターの弁護士・司法書士・社会福祉士等と連携して原案を作

成し、地域福祉計画策定委員会で承認を得ることで策定します。 
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１　計画策定の根拠

２　検討状況

3　策定へ向けた体制及びスケジュール

佐伯市再犯防止推進計画は、次のような流れで策定を予定しています。

・再犯防止対策チーム

次の６名で構成、事務局は保護司会事務局及び社会福祉課

・今後のスケジュール

第１回再犯防止対策チーム会議

（計画策定までの流れの説明と意見聴取）

９月～10月　 再犯防止対策チーム事務局、保護司会社会部会にて、「素案」を作成

10月中旬頃　 第２回再犯防止対策チーム会議（「計画案」を作成）

11月　　　　  第２回地域福祉計画策定委員会　

8月30日

・佐伯保護区保護司会会長 ・佐伯協力雇用主会会長

・佐伯地区更生保護女性会会長

・佐伯地区ＢＢＳ会会長

・佐伯市社会福祉協議会地域福祉課長

・佐伯市福祉保健部社会福祉課長

・「素案」をもとに再犯防止対策チーム
で協議し、「計画案」を作成する。

・佐伯保護区保護司会事務局及び
同社会部会、佐伯市福祉保健部
社会福祉課にて「素案」を作成する。

佐伯市再犯防止推進計画の策定について

　佐伯市再犯防止推進計画をどのように策定するか、令和元年１０月と令和２年２月に保護司会と
策定についての協議を行い、第４期佐伯市地域福祉計画に盛り込む形で一体的に策定する方針
を決定しました。
　地域福祉においては、再犯者の支援も重要な施策の一つであり、地域福祉計画と一体的な計画
として策定することで、関連施策とより連携した取組を進めていくことを目指しています。

・「計画案」を地域福祉計画策定委員会
で審議し、決定する。

平成２８年１２月　再犯の防止等の推進に関する法律（平成２８年法律第１０４号）成立・施行、
再犯の防止等に関する施策を実施等する責務が、国だけでなく地方公共団体にもあること（第４
条）が明記されるとともに、都道府県及び市町村に対して、国の再犯防止推進計画を勘案し、地方
再犯防止推進計画を策定する努力義務（第８条第１項）が課されました。


